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Chitinの研究

(1) 銅虫卵殻の Chitinの赤外吸収曲線について
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はじめに

森下ら (1963)は銅虫体腔液中に白癬菌 (Trichophyton

mentagrophytes)の細胞壁，特に chitinであると考えら

れる中層に対して特異的に作用するらしい物質を証明し

た線虫体に存在する chitinについては Krakow(1892) 

が線虫の角皮は苛性加里に可溶性であるので chitinでは

ないしかし卵殻は苛性加里に不溶性であるのでchitin

であると考えた しかし化学的に chitinと同定するには

なお不充分である. Chitwood (1936)の研究によれば銅

鮒角皮の化学的組成は外層から順次 keratin, collagen 

,....--

本研究は文部省科学研究費に負う所大である．

group, fibroid, glycoprotein (mucoid), albuminから成

つているという．故に chitinは全く含まれていない．

一方卵殻は外層から順に proteinexternal coat, chiti-

nous membrane, vitelline membrane , から成つている

という. Faure-Fremiet (1913)は馬銅虫の卵殻は chitin

様の構成であると化学的に証明した. Chitwood (1950) 

によると Kunik(1925) , Kuhnelt (1928) , Campbell 

(1929)は chitinを証明する VanWisselingh testの成

績から卵殻は chitinであると推察したすなわち chitin

を高圧，超高温下で苛性加里で chitosanに分解し， 沃

写真説明

写真 1: 錮虫卵を 10% KOHで処理したもの

写真 2: アルカリ処理後濃塩酸処理して卵殻中

層の膨化したもの

写真 3: 卵殻中層を濃塩酸で溶解し去つたもの
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第 1図 上から蝙虫卵殻，白癬菌，エビ の chitinの赤外分光曲線

化カリウムで呈色反応を行ない，硫酸に溶解し結晶塩を

作り，またその結晶が rosebengalで染色されるか ら

chitinと同定した．一方 celluloseや，苛性加里に不溶

な支持器官は， chitinのごとくこれらの反応を示さない

ことから chitinと区別できるとした． その結果全線虫

類の卵殻は多分一般に chitinによつて構成されている

のであろうと記載している.Rogers (1956)は豚銅虫卵を

電子顕徴鏡で，卵殻は， outer protein layer, middle 

chitinous shell, inner lipoid layerの3層で構成され，

protein coat と chitinous shellとの，間に limiting

membranesがあると報告した.Schmidt (1936)は銅虫卵

殻が複屈折性を呈することを認め，それが chitin様物質

に由来することを述べた．只野 (1961)は銅虫卵殻を普

通，位相差，偏光，暗視野装置で鏡検した、組織化学反

応によつて卵殻は 5層からなり， chitinという卵殻部分

は2, 3, 4層に該当し，その他の卵殻成分はリポイド性

のものと蛋白性のものとに区別しうると述べている．こ

のよ うに線虫類の卵殻の chitinについては多くの研究が

あるにもかかわらず，未だに化学的に不明確な点も存在

する．著者は赤外分光光度計を使用し，エビの殻からえ

た chitin,および白癬菌からえた chitinと銅虫卵殻から

のそれを比較検討したのでここに報告する

実験方法および成績

材料として豚銅虫 (Ascarislumbricoides var. suum) 
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を使用した生鮮な雄，雌銅虫体そのままのものおよび

室温乾燥全虫体，新鮮摘出子宮についてそれぞれ約50g 

に20倍容の 10%KOHを加え 100℃ 1時間処理する

と虫卵のみを残して虫体は溶解するこの様に処理され

た虫卵の卵殻の蛋白膜は溶解し，写真 1のごとく中層，

内層は不溶であったこの虫卵をセロファン膜で 24時間

流水中に透析し，膜内に止つた物質に 2倍容の濃塩酸を

加えると，写真2のごとく卵殻の中層は肥厚し，しだい

に溶解する．写真3のごとく chitinの中層は消滅する

一方中層を充分に溶解せしめた液を， 3号のグラスフィ

ルターで濾過し，その濾液を 20倍容の 50%アルコー］レ

中に投入して攪拌すると，溶解した中層の物質は瞬時に

して架状の沈澱物となるこの沈澱物をセロファン膜で

24時間 3°cの低温水で透析し，これを真空凍結乾燥し

てえた試料の内 3mgを日本分光株式会社製，赤外分光

光度計を用い， KBr500mgを使用した錠剤法で測定

した．

別に大正エビ (Penaeusorientalis〉の外被を湯でよく

洗い 1% HCl溶液で毎日新しいのにとり代え 4日処理

し，十分に水洗した後2%KOH溶液に 10日浸漬す

る．その間 4回同液で煮沸した． さらに ethanolでくり

返し煮沸した後室温で乾燥して，エビ chitinを精製し

た．白癬菌 (Trichophytonmentagrophytes) の cell

wallの chitinの精製は Sabouraud培地に充分発育し

た菌苔を 20倍容の 10% KOH中で 100℃ 1時間処理

し，セロファン膜で 24時間流水中で透析し膜内物質に

2倍容の濃塩酸を加え充分溶解した物質をグラスフィ

ルターで濾し，その濾液を 20倍容の 50%アルコー］・レ中

に混入，架状の沈澱を蝙虫卵殻の時と同様に処理して，
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chitinをえた．以上の 3種の物質の赤外分光光度計によ

る吸収曲線は第 1図に示される様にほぼ一致するものと

考えられるしたがつて各検体からえたものは何れも

chitinであると思われる

結論

1) 銅虫体に存在する chitinは卵殻の中層に存在す

るのみである．

2) 銅虫の chitin,エビの chitin,白癬梱の chitinは

赤外分光吸収曲線によれば同一物質である
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STUDIES ON CHITIN 

I. INVESTIGATIONS ON THE INFRARED SPECTRA 

OF CHITIN OF HOG ASCARIS EGG 

ROKURO SA KAT A 

(Department of Parasitology, GげuPrefec加ralMedical School, Gifu, Japan) 

It was proved by infrared spectra that the middle layer of egg shell of Ascaris lumbri-

cozdes var. suum contains chitin and that the chitin is the same as those of the shrimp (Penaeus 

orientalis) and Trichophyton mentagrophytes. 
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